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皮膚バリア機能が低下傾向にある敏感肌とセラミドの実態研究 

Journal of Cosmetic Dermatology 誌に掲載 
 

花王株式会社（社長・長谷部佳宏）スキンケア研究所・解析科学研究所は、帝京科学大学生命環境学

部生命科学科中沢寛光准教授（前、関西学院大学理学部物理・宇宙学科）との共同研究により、敏感肌

における特徴的なセラミドプロファイルの変化*1が、角層細胞間脂質構造の乱れや敏感肌特有の刺激感

受性の高さに関係する可能性を明らかにしました。この成果は、2025年4月2日、香粧品皮膚科学に関す

る世界的学術誌 Journal of Cosmetic Dermatologyに掲載されました*2。 

*1 花王ニュースリリース 2023年2月28日  

皮膚バリア機能が低下傾向の敏感肌では、アトピー性皮膚炎の肌とセラミドプロファイルが類似していることを発見 

セラミドとは皮膚の角層細胞間で保湿・バリアの機能に重要な役割を果たす脂質で、複数の分子構造グループがあり、セラミドプロファイルとは 

これらの量的なバランスのこと 

*2 Altered Ceramide Profile of Facial Sensitive Skin: Disordered Intercellular Lipid Structure Is Linked to Skin Hypersensitivity 

 

主な内容 

敏感肌は、通常では何ともない刺激に対しても、痛みやかゆみなどの不快な感覚が生じる刺激感受性

が高い状態の肌で、その要因のひとつに皮膚バリア機能の低下が挙げられます。花王は、皮膚疾患がな

いにもかかわらず刺激感受性が高い敏感肌について、研究を進めてきました。2023 年には、このような肌

では特定の種類のセラミド量が少なくなっており、そのプロファイルがアトピー性皮膚炎と類似していること

を見いだしてきました*1。 

今回は新たに、敏感肌では角層細胞間脂質のパッキング構造*3にも変化が生じており、敏感でない肌と

比べて、脂質の密度が低くなっていることを明らかにしました。角層細胞間脂質の主要な構成成分はセラ

ミドです。皮膚疾患のない敏感肌において、特定の種類のセラミド量が低下したり、セラミド NSに対するセ

ラミド NP の存在比率が低いことが、パッキング構造の乱れに影響を与える可能性を示しました。これらの

結果として、皮膚バリア機能が弱まり、刺激感受性が高くなることがあると考えます。 

*3 角層細胞間脂質の側方配列構造のこと 

 

 

 

https://www.kao.com/jp/newsroom/news/release/2023/20230228-002/
https://doi.org/10.1111/jocd.70154


 

 

これらの結果は、皮膚バリア機能が低下傾向の敏感肌に対して、有用なスキンケア製品を開発する上

で基盤となる重要な知見です。今後もこうした知見を踏まえ、敏感肌の本質的な理解をより一層深めてい

きます。 

 

＜報道関係の方からのお問い合わせ＞  

花王株式会社 PR戦略センター 企業PR戦略部 電話 03-3660-7041 
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